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子宮頸
し き ゅ う け い

がんと HPV ワクチン（子宮頸がんワクチン）について 

子宮（しきゅう）とは、女性の生殖器の 1 つで、妊娠・出産にとても重要な臓器です。その子宮の頸部（けい

ぶ）という場所にがんができたものを「子宮頸がん」と呼びます。今、日本では年間約 1 万人以上の女性が子宮

頸がんに罹患し、そのうち 3,000 人の女性が子宮頸がんで亡くなっています。罹患率は 20 歳台後半から上昇し

ますが、特に 40 歳台の罹患率が最も多く（図１）、若い女性の死亡率（図２）も高いためマザーキラーと言われ

ています。子宮頸がんが進行すると、子宮を摘出したり、最悪の場合命に関わることもあります。 

子宮頸がんのほとんどは子宮頸がんウイルスの感染に伴うものです。性交渉（セックス）で感染することがほ

とんどですが、稀に妊婦さんから赤ちゃんに感染することもあります。 

子宮頸がんにならないようにするには、HPV ワクチン接種と、定期的な子宮がん検診を受けることです。 

HPV ワクチンは令和 4 年 4 月から接種勧奨が再開され、小学校６年～高校１年相当の女子は、予防接種法に基

づく定期接種として、公費により無料で接種することができます。また、平成９年度生まれ～平成 18 年度生ま

れ（誕生日が 1997 年 4 月 2 日～2007 年 4 月 1 日）の女性のうち、定期接種を逃した方には、令和４（2022）

年４月～令和７(2025)年３月の３年間、HPV ワクチンを公費で接種（キャッチアップ接種）できます。 

HPV ワクチンの効果は全世界で認められており、スウェーデンからの報告では 10～16 歳で接種した場合、子

宮頸がんリスクが 88％低下したと報告され（図 3）、WHO も接種を推奨しています。副反応として過去に報道さ

れた機能性身体症状は、その後の研究によりワクチン接種との因果関係は証明されませんでした。 

子宮頸がんワクチンには 2 価、4 価、９価のワクチンがあります。9 価ワクチンは 80～90％の高い予防効果が

あり、痛みやしびれなどの副反応の頻度は２価、４価ワクチンと比較して大きく変わらないので、９価ワクチン

接種を推奨します。さらに 9 価ワクチンは 15 歳未満であれば 2 回の接種で完了します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 （図１） 厚労省資料                   （図 2）国立がんセンター資料 

 

（図３）YOKOHAMA HPV PROJECT 資料                厚生労働省 HP 参照 
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HPV ワクチン接種後に起こること 被接種者・保護者用 

 

A. 接種の前に知っていただきたいこと 

・ HPV ワクチン接種後、接種部位の痛み、赤み、腫れは 50%以上に起こります。 

・ 接種の痛みや緊張のために、直後に具合が悪くなったり、失神したりすることがあります。 

・ まれ（1万人あたり 5〜7人）ですが、重いアレルギー症状や、神経系の症状が起こることが

あります。 

 

・ 接種直後から、あるいは遅れて、以下のような多様な症状を生じることがあります。ワクチンを接種した後や、

けがの後などに原因不明の痛みが続いた事がある方は、このような症状が出やすい可能性があります。一方、

同年代のHPVワクチン接種歴のない方においても、このような症状を有する方が一定数存在することが明らか

になっています。 

① 頭や腰や関節など、多部位、広範囲に広がる痛み、感覚が鈍い、光に対する過敏など 

② 脱力、歩行困難、不随意運動（からだの一部が勝手に動く） 

③ 倦怠感、めまい、嘔気、睡眠障害、月経異常など 

④ 記憶障害、学習意欲の低下、計算障害、集中力の低下など 

 

・ 様々な研究が行われていますが、これらの症状とワクチン接種との因果関係は証明されていません。しかし、

ワクチン接種後の局所の疼痛や不安などがきっかけになったことは否定できず、WHO は予防接種ストレス関

連反応という概念で説明しています。多くの場合、時間とともに自然に改善していくので、落ち着いて様子をみ

ていくことが大切です。 

 

 

B. 具体的にやっていただきたいこと 

・ ワクチン接種は心身ともに調子の良い日に、できるだけリラックスして受けましょう。 

・  

・ 接種後は少なくとも 30 分は背もたれのある椅子に座って様子をみてください。 

・ 接種を受けた日は激しい運動はやめてください。 

 

・ 接種部位に限局した痛み、赤み、腫れは数日以内によくなることが多いので、あまり気にし

なくても大丈夫です。冷たい清潔なタオルで冷やすと痛みが和らぐことがあります。 

 

・ 気になる症状やその他質問などがあれば、接種を行った医師、かかりつけの医師に遠慮な

くご相談ください。必要があればその後に協力医療機関や専門医療機関に紹介してもらえる

ようにお願いしています。 
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